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［目的］閉経婦人ある い は卵巣摘出婦人に対する

ホ ル モ ン 補充療法（HRT）に は骨塩量減少防止作用

と並んで脂質代謝改善作用があり、その 有用性が

認識されっ つ ある が、子宮体癌や乳癌既往者など

HRTの対象外とされ る婦人も多く、　 HRTの代用 とな

る薬物療法の開発が強く望 まれて い る 。本研究は

HRTな らがに脂質代謝改善の薬理作用を有す成分

を含有する漢方薬の 臨床的有用性を検討する こ と

を目的 とした。 ［方法 ］日RTは酢酸メ ドロ キ シ プ

ロ ゲス テ ロ ン （5  ／日）の併用ある い は非併用の

もとに結合型 エ ス トロ ゲ ン（0，625  ノ日）の連 日な

い しは周期的投与、漢方療法は牛車腎気丸 （7．5g

／日）の 連日投与と し、投与前な らび に 3 カ月投与

後の 血 中総 コ レ ス テ ロ
ール（T−Ch）、　HDLコ レス テ

ロ ール （H肌 一Ch）、ア ポ蛋 白A1 、ア ポ蛋白B お よ

び動脈硬化指数などの推移を比較検討した。また

一部の例では陬 Tと漢方療法の併用療法を行っ た 。

匚成績］HRT（103例）で は平均 して T−Chは5．　1％低下、

HDL−Chは 10．3％上昇、動脈硬化指数は 2．89か ら

2．33へ の低下を示 したの に対 し、漢方療法（26例）

で はそれぞ れ L7 ％上昇、5．2％上昇、3．64か ら3．58

へ とその 変化は軽度で あっ た。ア ポ蛋白に関 して

も田 Tでは A1 は 14．4％上昇、　 B は 1．6％低下 し、　 B ／

A1 比は0．72か ら0．61に低下 したが、漢方療法で

は こ れらのパラメ
ー

タ
ーは ほ とんど変化 しなか っ

た 。また HRTと漢方の併用療法で は HRTと同等の変

化率を示 した 。 ［結論］結合型エ ス トロ ゲ ン を主

体 とする日RTには閉経婦人の脂質代謝改善作用 が

あ りそ の効果は 投与 3 カ月で 認め られるが
、 牛車

腎気丸の 3 カ月投与 で は 脂質代 謝へ の 影響 は 認め

ら れ ず、ま た併用療法に よ る 両者の相乗効果 も認

め られなか っ た。

［目的］卵巣 摘出（卵 摘）後 ，骨密 度 （BMD ）は 数 年 間

で 急 速 に 減 少す る こ と が 知 られ て お り，こ の 時 期

の 骨 蚤 減少 をい か に 管 理 す る か は 骨粗 鬆 症 を予 防

す る 上 で 重 要 な 課 題 と 考 え ら れ る 。 今 回 我 々 は 卵

摘 直後 の BMD 減少 に 対 す る エ ス トロ ゲ ン （E ）補充療

法 の 効果 に つ い て longi　tudinal　study に ょり検討，

あ わ せ て 骨 代謝 パ ラ メ ータ ー
の 変動 に つ い て も検

討 を加 え た 。［方 法コ6〜12 ケ 月 を 1観察周期 と して

2 回 以 上 BMD を 測定 し 得 た 卵 摘婦人 の うち観察周期

終了 が 卵摘後 3 年以 内の 24例 34 周期 を 対象 とした 。

34 周期中 15 周期 に お い て 結 合 型 エ ス ト ロ ゲ ン

0．625m 呂
／日 を 連 日 また は 25H ／月 投 与 し（E （十）群），

19 周期 で 自 然経 過 を観 察 し た （E （
一
）群）。BMD は

DXA 法 （QDR − 1000 ，Hologic）に よ り腰椎（L2 − 4肛 つ

い て 測定 し，観 察 開 始 時 の 値 を 100 と し て 年 間 変

化率 を算 出 した。骨 代謝 パ ラ メ
ータ ーと し て 観 察

周期 終了 時 に 血 中 oste   alcin （OC ），　ALP ，　PTH ，

calcitonin ，Ca ，P お よ び 尿 中 pyridinDlin ヴ ℃r 比

（Pyr ），　 deoxypyridinoline ／
xCr

比 Φ
一Pyr）を 測定 し

た 。以上 の 結 果 を観察期 間 の 終 了 が 卵 摘後 1 年 以

内（≦ 1 群）と 1 〜3 年（＞1群）の 2群 に 分けて 検討した
。

［成績］1 ）年 間 BMD 変 化 率 を≦ 1群 と ＞1群 で 比 較す る

と，E （一）群 で は一9．3 ％ vs
− 6．4 ％ ，E （十 ）群 で は

一3．1 ％ vs
− O．2 ％ で あ っ た 。

2 ）E（→群 に お い て  

（11 ．8 ± 2．2vs 　 10．1 ± 8．5　 ng ／fm1，mean ± SD ），

Pyr（48．5± 7．8　vs 　28．9± 6，7　pmol ／lmol 　）， D −Py 匚

（12．O± 2．7vs 　7．6 士 2．5　P皿 ）レ争 mol ）が そ れ ぞ れ

≦ 1群 で 有 意 に 高 値 を示 し た 。 匚結論］ 1）骨代 謝回

転亢 進 を1￥っ た BMD 減少は卵摘後 1年以 内 で 最 も急

速 で あ る と 考 え ら れ た 。 2 ）卵 摘 直 後 の BMD 減少は

結合型 エ ス ト ロ ゲ ン 0．625m 望 臼の 投 与 で は完全 に

は 防 止 で きな か っ た 。
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